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長野県伊那市長谷・高遠区域における葬儀の変化
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第７図　黒河内・和泉原集落における墓地の立地
（2018年）
 （現地調査により作成）
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第８図　市野瀬集落における墓地の立地（2018年）
 （現地調査により作成）
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や市野瀬での伝承からも水害を避けるためである
ことが読み取れる．散開型である溝口や黒河内の
和泉原集落は河岸段丘上に位置しており，集落全
体が水害に見舞われにくいため，住宅地を囲うよ
うに散開した形状が可能であったと考えられる．
一方，市野瀬のような河谷の集落は，土地も限
られ河川との距離も近いため，山裾に墓地を集積
させる必要があったと考えられる．
またジルイといった氏族組織も重要視されてお
り，特に非持山はジルイ組織の活動が顕著である．
この構造は墓地の集積にも反映されているとみら
れる．
Ⅲ－３　長谷・高遠区域での葬儀の変遷
葬儀に関連する各集落の推移をまとめると第９
図のようになる．1956年に旧長谷村の火葬場が建
設されるが，住民には1965年ごろから火葬が導入
されていく経緯が明らかとなった．大谷大学民俗
学研究会編（1971）の調査を踏まえると，最も火
葬場に近かった市野瀬から浸透していったとみら
れる．その後1980年代には完全に火葬に切り替
わった様子が伺える．
現在の60歳代から80歳代の世代は，土葬と火葬
どちらの葬送も経験しているが，その親・祖父母
世代は火葬に対して「燃やされるのが怖い」「熱
いのはいやだ」といた心情があったことが語られ
ている．一方，現在の住民の火葬に対する意識と
しては，「土葬より楽」「さっぱりとする」といっ
たような意見が語られていた．また「（火葬の方
が楽だから）生活改善運動の一つとして火葬への
転換があったのでは」といった考えを持つ住民も
いた．生活改善運動自体は儀礼の簡素化・経費削
減をめざすものであるため，直接的因果関係は認
められないものの，生活改善への意識が築いた「合
理化」や「改善意識」といった志向が，火葬への
転換に関わる心理的障壁を取り払ったという評価
もし得るだろう．
長谷・高遠区域では高齢化や離村者の増加，自
宅の小型化を理由に，1990年代に自宅での葬儀か
ら公民館，あるいは寺院での葬儀にほとんど一斉
に切り替わった．非持山での例のように結婚式場
としての公民館建設は，生活改善運動の結婚改善
を意識したものであったが，公民館での結婚式自
体は結果として少なかった．しかしながら，この
ことによって公民館や集会所が冠婚葬祭のための
場として利用される契機となったと考えられる．
Ⅳ　結論
本稿では，社会変化に伴う長谷・高遠区域の葬
祭方法の変遷について明らかにした．従来は土葬
が中心であったが，1970年代後半に火葬が始まり
徐々に浸透し，1980年後半までには火葬が一般化
した．火葬に転換したことで労力は軽減したが，
葬送自体は地縁や血縁をもとにした自宅葬であっ
た．1990年以降，自宅から公民館へ，葬儀の場が
移転した．これによって各家庭で準備していた葬
儀に必要な道具も集落で管理することができ，ま
た自宅での葬儀という負担も軽減された．こうし
た転換の背景には生活改善運動への意識があった
年代 非持山
61年　土葬の事例
62年　公民館新設
中非持・南非持
77年　土葬の事例
80年　土葬の事例
勝間 溝口
寺での葬儀
黒河内
1950年
1960年
1970年
1980年
1990年
2000年
長谷・高遠区域での出来事
55～57年　美和ダム工事
56年　長谷村火葬場建設
「生活改善」が行われる
92年　葬祭業者A社設立
04年　高遠にA社葬祭会館竣工 葬儀は自宅，寺や公民館から葬祭会館へ
ほぼ完全に火葬へ転換
公民館での葬儀 公民館での葬儀
市野瀬
火葬導入
火葬導入
火葬導入 火葬導入
寺での葬儀
土葬から火葬への移行期
葬祭会館での葬儀
土葬・自宅で葬儀
第９図　長谷・高遠区域での葬儀の変遷
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ことが推測された．
また，2000年代になり葬祭業者の参入と葬祭会
館の建設によって，長谷・高遠区域での葬義は葬
祭業者に委託されるようになり，地域の手を離れ
ることとなった．だが墓地の立地にみられるよう
な地縁のつながりは伝統的に重視されており，現
在でも隣組組織の存在はなお住民にとって大きい
ことも明らかとなった．高齢化が進展し若年層の
流出も激しい山間地域にとって，こういった地縁
は生活を支えるものであり，コミュニティで暮ら
すための基盤として重視されるべきものである． 
葬祭業者の参入によって地域で維持できなく
なっていた葬儀は継続が可能となったが，地域共
同体関係性の希薄化を進展させてもいる．一方で，
地域内での負担として生活改善運動の対象となっ
た料理の大盤振る舞いのような伝統的な側面も，
葬祭業者の登場で復活するといった動きも見られ
た．
長谷・高遠区域のような高齢化した山間部の集
落において，地域共同体の地縁を維持されていた
からこそ，2000年代に入るまで地域共同体による
葬儀が維持されてきた．地縁が希薄化する現状に
おいて，従来の儀礼の維持は難しいものとなって
いるが，葬祭業者による負担の軽減によって，高
齢化した住民にとって馴染みのある葬祭儀礼が維
持されていく方策も求められる．
本稿を作成するにあたり，元長谷公民館館長様，圓通寺住職様，遠照寺住職様，株式会社グレース様，
そして非持区長様，非持山区長様並びに非持山区祭事委員長様・祭事委員様をはじめ各区の住民の皆様に
多大なるご協力を賜りました．以上，末筆になりますが厚くお礼申し上げます．
［注］
１） 以下，集落の人口は平成29年10月１日の住民基本台帳を参照している．
２） この卓越していた林業は村の経済を支えていた．市野瀬集落での聞き取りによると，経済成長期の頃
は山を売って，子の東京への大学進学，上京費用を賄っていたという．こうして首都圏へ進出した子
世代には，バスや鉄道による関東圏へのアクセスの良さを生かし，平日は東京で働き，休日には地元
に戻ることで兼業農家をおこなっていたという者もいた．
３） ジルイ（チルイ）とは同族集団のことを指す言葉である．本家と分家の関係性があり，祖先崇拝と相
互扶助的性格をもつ集団である．
［参考文献］
浅香勝輔（1994）：環境変化と都市型火葬場．歴史地理学，167，42-64．
大城直樹（1994）：墓地と場所感覚．地理学評論，67Ａ，169-182．
大谷大学民俗学研究会（1971）：『長谷村の民俗　総合民族調査報告書（第三号）』大谷大学民俗学研究会．
岡島正幸（1982）：同族集団「マケ」からみた村落の空間構成－長野県小布施町山王島の場合－．新地理，
30，30-40．
関沢まゆみ（2015）：火葬化とその意味　「遺骸葬」と「遺骨葬」：納骨施設の必須化．国立歴史民俗博物
館研究報告，191，91-136．
中川　正（1997）：『ルイジアナの墓地－死の景観地理学』古今書院．
服部　誠（1983）：山村における親類結合の変貌－鈴鹿山脈北部時山集落の場合－．新地理，31，15-25．
長谷村誌刊行委員会（1994）：『長谷村誌　第二巻　自然編　現代社会編』長谷村誌刊行委員会．
藤岡英之（2018）：喪家による葬儀の場所選択の変容－1990年代以降における「下野新聞」お悔やみ欄の
分析から－．人文地理，70，49-71．
三浦　宏（1988）：『伊那谷山村の変貌－その歴史地理学的研究－』信濃教育会出版部．
村上興匡（2001）：近代葬祭業の成立と葬儀慣習の変遷．国立歴史民俗博物館研究報告．91，137-148．
森　謙二（2010）：葬式の個人化のゆくえ－日本型家族の解体と葬送－．家族社会学研究，22（1），30-42．

